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背景と⽬的
たばこの健康影響に関する研究結果の中でも、

エビデンスレベルの⾼い情報は、たばこ依存対策
を進める上で、強い根拠となる。そこで、世界中
のエビデンスを系統的に統合しているコクランシ
ステマティックレビューの⽇本国内での周知は重
要であると考えた。また、禁煙治療等の介入研究
を統合した結果は、⽇本語訳を作成し紹介するべ
きであると考え、望⽉班内で検討を⾏った。コク
ランシステマティックレビュー（CDSR）の
Cochrane Tobacco Addiction Groupに よ る レ
ビューアブストラクトは、⽇本語で翻訳され公開
されることが必要と考え、その翻訳プロジェクト
の⽴ち上げのために、先駆的な事例として、
Cochrane Oral Health Groupの作成するシステマ

ティックレビューアブストラクトの⽇本語翻訳プ
ロジェクトを参考とすることとした。⽇本の口腔
保健従事者を中心とするボランティアから構成さ
れるグループ Japanese Collaboration for Oral
Health Review（ JCOHR：ジェーコール）は、
CDSRアブストラクトを恒常的に翻訳し、財団法
人⽇本医療機能評価機構・Minds（マインズ）に
提供しており、インターネットでの情報配信成功
事例であり、注⽬に値する。　また、JCOHRの
翻訳体制は、それぞれの専⾨領域に詳しい監訳者
をおきつつ、一次翻訳者の裾野を拡げることにも
留意している。そこで、JCOHRに望⽉班班員も
参画し、たばこ依存グループ・コクランシステマ
ティックレビューアブストラクトの⽇本語訳を作
成し、恒常的に情報の更新を⾏いたいと考え、
Mindsと JCOHRの担当者および事務局との調整
を⾏なっている（2009年12⽉現在）。また、エビ
デンスを⽇本語に翻訳し情報共有の基盤整備に資
するためには、用語や表現の統一が重要であると
いう考えに⽴ち、「たばこ・禁煙グロッサリー/対
訳集」を作成する必要性を感じている。その際、
既存の翻訳プロジェクト等で使用されている用語
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等は、公式文書の編集作業等（例：WHO発⾏の
MPOWER⽇本語版）を通じ、一定のコンセンサ
スを得た訳語であることを踏まえ、望⽉らや⽚野
⽥らの使用してきた「たばこ・禁煙」に関する用
語集を基に、さらに英語文章中の用語と表現を加
え、⽇本語訳を検討する必要がある。その為に、
この調査では、国内外で発表されている論文中や、
辞書、データベース、グロッサリー（用語集）、
公的機関のホームページ等で使用頻度の⾼い用語
や表現を抽出し、「たばこ・禁煙グロッサリー/対
訳集」に資する情報を収集することを⽬的とする。
また、最新の論文のテーマ等から、今後、レ
ビューで取り上げられる用語を予想し、事前に用
語集を作成する場合の参考資料となるか検討す
る。

研究⽅法
ａ）既存の国内外の「たばこ・禁煙」情報のイン
ターネットによる配信サービスやデータベース
等のコンテンツ中に含まれる用語や表現を確認
した。
・調査期間：2009年4⽉から2009年12⽉。
・調査⽅法：国内外の「たばこ・禁煙」情報を配
信しているサイトをGoogle検索エンジンより探
し、主に組織内のリンク集にあるリンク先や、
データベース・ガイドライン・報告書・法令な
どの情報を収集し、それらのWebページ内で
使用されている用語等を調査した。
・検索語：たばこ、タバコ、煙草、喫煙、禁煙、
分煙。tobacco, smoking cessation。
ｂ）医中誌Web・シソーラス辞書による調査を
⾏った。
星の⽅法（星 2009、望⽉班・平成 20年度総

括・分担報告書、JSTPlus+JMEDPlusを用いた
「AnVi Seers」による分析で用いた検索式：表1）
中のキーワードを参考に、医中誌Ｗｅｂ・シソー
ラスにて「たばこ・禁煙」に関する統制語等の検
索を⾏った。
・最終調査⽇：2009年12⽉14⽇。
ｃ）⽇本語文献中の用語等の収集を⾏った。

医中誌Ｗｅｂを用いて、その書誌情報より、論
文タイトルを抽出し、⽬視にて「たばこ・禁煙」
に関する関連の用語等を抽出した。
・検索式：「タバコ/TH or たばこ/AL」。「禁煙

/TH or 禁煙/AL」。
・最終調査⽇：2009年12⽉14⽇。
ｄ）cinii（国⽴情報学研究所）内、文献中の用語
等の収集を⾏った。
・検索語：たばこ、タバコ、煙草、禁煙、喫煙。
・最終調査⽇：2009年12⽉14⽇。
ｅ）Pub Med にて検索した文献書誌情報の

RefVizTMによる文献中のキーワードやテーマ
（Topics）の分析を⾏った。
検索⼿法：禁煙をテーマとする文献検索を成⽥の
⽅法（星 2009、望⽉班・平成 20年度総括・分担
報告書）にて⾏い、頻出キーワードを年代ごとに
比較した。さらに、RefVizTＭ（http://refviz.com/
rvhome.asp, 2009.12.14. Accessed）による分析を
加え、ヒトの研究の論文テーマごとのGroupの
Topicsにて頻出する語を確認した。特に最新文献
として、2009年を出版年とする文献についての傾
向を確認した。
・Pub Medでの文献最終ダウンロード⽇： 2009
年12⽉14⽇。
・Pub Medで の 検 索 式 ： "tobacco use cessa-

tion"[MeSH Terms] OR ("tobacco"[All Fields]
AND "cessation"[All Fields]) OR "tobacco use
cessation"[All Fields] 
ｆ）MPOWER（WHO2008）の⽇本語版（国⽴が
んセンター研究所たばこ政策研究プロジェク
ト）を参照し、英語との対訳表を作成した。

結　果
ａ）既存の国内外の「たばこ・禁煙」情報のイン
ターネットによる配信サービスやデータベース
等より、リンク情報（たばこ情報を扱う組織等）
として、39のコンテンツ（リンク先）を収集し
た。その情報は、リンク先ＵＲＬとともに、国
⽴保健医療科学院「ガイド情報」の「たばこ
/tobacco/禁煙/喫煙」の中において、情報提供
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されている（図１）（20091214 Accessed）。
上記の 39のリンク先の中で、エビデンス蓄積

と公開を⾏っているサイトがあり、例えば、た
ばこや禁煙に関連する論文やその抄訳は、「⽇本
禁煙推進医師⻭科医師連盟ホームページ：の
「 タ バ コ 病 に 関 す る 論 文 ・ サ マ リ ー 集
（http://www.nosmoke-med.org/ronbunn.htm）」の
中に蓄積されつつある。その英語文献の⽇本語抄
訳等の中で使用されている⽇本語は、今回の⽬的
に合う用語・表現であると思われた。
ま た 、 ⽇ 本 医 療 機 能 評 価 機 構 Minds

（http://minds.jcqhc.or.jp）の中では、様々な疾患
の診療ガイドラインの記述中に喫煙の影響につい
ての記述が認められた。さらに、「Mindsアブス
トラクト」の中には、多数の疾患の医学文献の構
造化抄録が公開されており、それらの文献中で使
用されている⽇本語訳、用語や表現も参考になる
ことを確認した。
ｂ）医中誌Web・シソーラス辞書により統制語
（シソーラス用語・フリーキーワード）を確認
したところ、「たばこ・タバコ、喫煙、禁煙、
分煙、ニコチン」に関連した語を150以上確認
することが出来、今後の⽇本語表記の候補語と
して活用することとした。ニコチンに関連した

物質名（英語）や、たばこ依存患者に処⽅され
る抗精神薬のカタカナ表記なども参考とするこ
ととした。
ｃ）医中誌Webにて検索された文献情報は、

1,105件（タバコ/TH or たばこ/AL）、4234件
（禁煙/TH or 禁煙/AL）であった。その書誌情
報をダウンロードし、⽬視にて抽出した用語等
には、タイトル・抄録の中で、「たばこ」と
「タバコ」の表記のゆれがあり、「煙草」と記述
している例は稀であった。
ｄ）cinii（国⽴情報学研究所）内、文献中の用語
等の収集を⾏い、それぞれの検索語で、たば
こ：4815件、タバコ：4984件、煙草：595件、
禁煙： 1911件、喫煙： 5390件の論文がヒット
し、論文タイトルや抄録などから、上記の医中
誌Webの結果と類似した用語や表現が抽出で
きることを確認した。
ｅ）禁煙をテーマとする文献検索を成⽥の⽅法
（星、望⽉班・平成 20年度総括・分担報告書）
にて⾏い、頻出キーワードを年代ごとに比較し
た（表 2）。さらに、Pub Med で検索された文
献の書誌情報をRefVizTMに取り込み、分析を
⾏った。文献書誌情報のGalaxy™表示の中では、
書誌情報から、主なテーマや使用されている語
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図1　「ガイド情報」公開画面中の＜たばこ/tobacco/禁煙/喫煙＞情報
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の近さなどにて判断し、類似しているテーマを
扱う論文の塊（Groups）が抽出された。例えば、
2009年に出版された論文中で動物を扱った論文
を除外した中（（絞り込み条件：（Published
between 2009-2009） NOT（ Subject Headings
contains animals））で、最も論文数の多い塊の
Top Topicsは「 women× lung× cancer」で
あった（図2）。さらにMatrix™表示の類似性の
あるテーマの文献集合として、「cost, qaly」や
「varenicline」などの語が抽出できた（図3）。
ｆ）MPOWER（WHO2008）の英語と⽇本語版と
の対訳表を作成した（表3）。用語や表現によっ
ては、前後に記述される語により、訳がゆれる
可能性があると思われた。また、あらかじめ、
Mindsから示されるグロッサリーと齟齬がない
か確認が必要である。

考　察
今回、調査された様々なデータベースやWeb

コンテンツ中の「たばこ・禁煙」用語は、「たば
こ・禁煙グロッサリー/対訳集」の中に順次加え
て、その⽇本語対訳を検討し、活用していきたい。
ただし、文献中の表記には、ゆれがあることも予
想できるので、その都度、最も多く使用される用
語・表現を確認するとともに、以下のデータベー
スや辞書中の用語は常に参考にしていく必要があ
ると思われる。
・Pub MedのMeSH（Medical Subject Headings），
・Glossary of Terms in The Cochrane Collabora-

tion（Version4.2.5, Updated May 2005 : 20091214
Accessed）
（http://www3.interscience.wiley.com/homepages/
106568753/glossary.pdf:20091214 Accessed）
・Cochrane Tobacco Addiction Group Glossary
（http://tobacco.cochrane.org/glossary : 20091214
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図2　RefVizTMによるGalaxyTM表示



Accessed）
・⽇本医学会・分科会 医学用語委員会「⽇本医
学会医学用語辞典」改訂（英和第3版）
・医中誌Web/シソーラス辞書
・独⽴⾏政法人医薬品医療機器総合機構/医薬品
医療機器情報提供ホームページ中で使用されて
いる医薬品・医療機器等の⽇本語表記
また、⽇本医療機能評価機構のMindsにて、既
に公開されている診療ガイドラインや「Mindsア
ブストラクト」の海外文献の構造化抄録の中で、
「たばこ」や「禁煙」のテーマの記述が増えてく
れば、それ自体が、「たばこ・禁煙グロッサリー/
対訳集（案）」の完成・更新の役に⽴つと思われ
た。
さらに、RefVizTMでの分析では、あらたに積み
上げられつつある新しいエビデンスのテーマや、
そこに含まれる新しい薬剤名などの分析も可能で

あり、今後、CDSRで統合されていくであろう
テーマを予想して広い範囲のグロッサリー/対訳
集を作成することができる可能性もある。ただし、
実際の翻訳作業では、出版されたレビューの中で
取り上げられた語の対訳を、ひとつひとつ確認し、
作業事例を積み上げていくことで、対訳集が完成
されていくことが予想される。
現在、たばこの問題に関連して、国内でも、

様々な利害が衝突するなかで、神奈川県等で自治
体の条例の整備なども進み、人々の健康を最重要
視しようとする機運が⾼まっている。禁煙支援プ
ログラムを推進するためにも、非喫煙者を受動喫
煙から守るためにも、地⽅自治体等の条例や様々
な組織の自主規制が推進されていく必要があり、
そのための根拠（エビデンス）が⽇本人に読みや
すいかたちで提供され、普及する意義は⼤きい。　　
特に、CDSRには、最もエビデンスレベルの⾼
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図3　RefVizTMによるMatrixTM表示
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表3　MPOWER(WHO)の⽇本語対訳表



い介入研究によるシステマティックレビューが蓄
積・更新されており、多くのmeta-analysisが実践
されている。また、時には、エビデンスが見つけ
られなかったという結論が導かれている場合もあ
り、そのような結論の存在も価値がある。その
CDSRアブストラクトを⽇本語で提供することに
より、英語でレビュー全文を読むための、ひとつ
の入り口となれば意義深い。
この点で、望⽉班の班員が「たばこ・禁煙」の
専⾨家とともに、JCOHRでの翻訳プロジェクト
を推進することは、人的リソースの確保と継続性
を考慮しても最適な選択であると思われる。
そこで、今回、収集した情報を、実際に、

CDSRの Cochrane Tobacco Addiction Groupのレ
ビューアブストラクトの⽇本語訳作成に活用した
い。
また、レビューアブストラクトの⽇本語翻訳の
ための JCOHRメンバー増員も提案する必要があ

り、「禁煙推進学術ネットワーク」や「⽇本禁煙
推進医師⻭科医師連盟」に参画する⽅等への、
JCOHR参加のお願いを検討中である。このよう
にして、たばこ・禁煙情報に詳しい専⾨家にも認
められ、一般臨床家にとっても、分かりやすい言
葉を使い翻訳が進められるよう努めたい。
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コクランシステマティックレビュー「たばこ依存グループ」の英語アブストラクト翻訳のための「たばこ・禁煙グロッサリー/対訳集」作成に資する用語と表現の調査

A survey on the terms and expression to propose a glossary of Japanese
terms used in the translation of the Cochrane Tobacco Addiction

Group review abstracts written in English.

Hoshi K1），Mochizuki Y2），Naito T3），Nango E4），Nango R5），Hiroshima A6）

Toyoshima Y7），Narita T8），Wang G9, 10），Sakamoto Y9），Hirose T9）

Sangu N11），Hanada N12），and Ogata H13）

1）Kitasato University, School of Medicine, Department of Preventive Medicine and Public Health
2）National Cancer Center Research Institute, Tobacco Control Policy
3）Fukuoka Dental College, Department of General Dentistry, Section of Geriatric Dentistry
4）Tokyo-kita Social Insurance Hospital, Department of General Medicine
5）Oral Health Promotion, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University
6）Harasawa Pharmaceutical Company, Limited, Development Department
7）The Dai-ichi Life Insurance Company, Limited, General Affairs
8）Hokutosha Company, Limited
9）Kitasato University, School of Medicine, Kitasato Clinical Research Center

10）Kitasato University, School of Medicine, Joint Program on community-based perinatal and emergency medicine
11）Tokyo Women's Medical University, Department of Oral and Maxillofacial Surgery
12）Tsurumi University,  School of Dental Medicine, The Department of Translational Research
13）National Institute of Public Health, Center for Information Research and Library

The Japanese Collaboration for Oral Healthcare Reviews（ JCOHR）， a non-profit organization of
healthcare professional volunteers, was founded in 2007 to launch the Japanese translation of the
Cochrane Database of Systematic Reviews（CDSR） abstracts. The translation of Oral Health Group
reviews have been disseminated through the Medical Information Network Distribution Service
（Minds）website（http://minds.jcqhc.or.jp）．The translation of the Tobacco Addiction Group reviews
should be planned as a joint project of the Tobacco research groups and JCOHR. A glossary of Japan-
ese terms used in the translation of the Cochrane Tobacco Addiction Group review abstracts should be
developed  to disseminate the CDSR abstracts in Japan.  In this survey the terms and expression to
propose a glossary of Japanese words were searched. The English/Japanese keywords and the topics
words were extracted from the several databases, the articles and the contents of the websites. A con-
sensus among the options for the most appropriate translation may be developed on the way of the
JCOHR translation project.
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